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1　 目的

　理科では学習者に科学的認識を獲得させ るために

様々 な指導方法で その 追求がなされ て きて い る／t 本

研究で はそ の 1 つ と して仮説実験授業を取 り上げ、

学習者にお ける獲得状況につ い て探っ て い る。次の 3
つ の調杳観 庶を設けて進め て い る、

  仮説実験授業を受けて い る子 どもたちへ の 調査

  　仮説実験授業を行 っ た こ との ある教師へ の 調査

  　仮説実験授業を受けた児童生徒の 追跡調査

　本発表では  を取 り上礁 教師に よる指導方法の

受け止め と、学習者に表れる指導効果 の 実態を分柝

す る。
こ れ によ っ て   の 学習者の 分析だけでは見る

こ との できなか っ た科学的認識の獲得状況と この指

導法における有効 性の 範囲を干墜 する こ とができる

と考える。

2　質問紙調査方法
・被験者

　 「仮説実験授業＆ た の しい授業 フ ェ ス テ ィ バ ル 」

（2010午 3 月に東京 ・
尼崎で実施）に参加 した仮説

実験授業の 指導経験者 171 彳「。

勤務先 薦 繍 磯 則 非韻 合計

小学校 89 38 127

中学佼 20 4 24

高校 ll 5 16

そ の他 3 1 4−　．　　　　　　　　　　　　　
」　　尸　广 合計 亅　 123 48 171
・
質問紙の 構成
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III指導効果 の 受け止め

  　3件法による1則答 8 項 目

学習者の楽し さの 琿 由など

  5件法による回答 12項目

　学習者の 意欲 ・記 慮・思考力や判断力・技能や

　表現力の 状況 ・学習者の 実態との 不
．致度など

3　結果

● H 指導法の 受け止め の結果

　実践の楽 しさ、指導内容 の 理解増進 、学習者の

発想や賢さへ の感動に 関して は 90％以 ヒの 教師が

認 め て お り、指導法の 長所に も挙げられて い た。自

山裁量がなくて窮屈、力景が身につ かな い、授業書

の 占さに関 して は 80％以 Eの教師がそれを否定的

に とらえて い た、短所 として は、時間 の や りくりの

大変さ、他教師 との 協調や準備の 大変 さであっ た 。

● 砠指導効果 の 受け止 めの 結果

　学習者の楽 しさは、予想や詞論、教師実験、概念

学習にあると捉え、意欲的に 取 り組む 子、理 科が好

きな 子、科学的な思考力や半1」断力 が身につ い た子が

多かっ たと判断 した教師が 90％以上だ っ た。実験技

能や表現力の獲得にお い ての 効果は他の 項 目に比

べ 、同意度が低い と考えられて い る。

●教禰背景か ら取 り出した 2 群閙で の 比較

　会員
一

非会員、学問的な既読書の 有無、 理科免許

の有無等で比較を行っ た。指導法 ・指導効果の受け

止 め へ の 回答傾向に大きな差は認め られ ない が、項

日によっ て 尺度の 度合い に 若干の差が認 め られ た。

4　まとめ

　仮説実験授業は指導要領や教科書に準拠 しない

ため、授業準備等、実践にエ ネル ギ
ー

を必要とする．

教師 ・学習者に満足度が 高い ようで あるが、学習者

の 実験技能や表堤力の 獲得に関して は指導でねら

われず、十分とは言えない 実態があるなど課題 も存

在 して い る。
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